
マイクロ波・ミリ波帯評価システムの紹介〜工業技術センターだより〜

近年、無線LAN、ISM機器（工業・科学及び医用分野で
の使用を目的に製造された機器）等でマイクロ波（周波数
3GHz～30GHz）の電波を扱った製品が増加しています。また、
情報伝送容量が大きいことを利用して、マイクロ波帯の高周
波信号で動作する製品が増えてきています。これらの装置の
高性能化に伴い、将来的にはミリ波帯（30GHz～300GHz）
での利用も予想されます。
工業技術センターではこれらの周波数帯の信号を回路等に

入力した時の動作特性を評価し、製品開発に役立てるための
ネットワークアナライザを平成27年度に導入しました。
本装置は10MHz～50GHzの電気信号を回路等に入力し、その反射・通過状態を測定して回路や素子の電

気的特性を計測します。機器の設計評価の際、回路で扱う周波数に合わせて素子等の抵抗値等を測る必要が
あり、本装置はその測定を容易に行うことができます。
主の用途は以下のとおりです。
①コイル、コンデンサなどの高周波インピーダンス測定
②回路に流れている信号の品質解析
③オーディオ等で使用されるアンプ内信号の増幅率測定
④電磁波シールド材の電磁波減衰率測定
本装置の特徴として入力ポートが4つあるため、信号伝送
方法として最近主流になっている差動信号の品質評価に利用
することができます。
また、本装置では200MHz～50GHzで液体、半固体、表面

が平坦な固体、粉体材料の誘電率を測定することができます。例えば、高周波回路のシミュレーションを行
う際、実際に扱う信号で測定した基板材料の誘電率を正確に入力する必要があるため、信号の周波数に合わ
せた誘電率測定が行えます。
本装置の機器利用の料金は1時間あたり2,500円です。皆様のご利用をお待ちしております。

（本装置は公益財団法人JKAの補助を受けて設置しました）

お問い合わせは、兵庫県立工業技術センター　生産技術部　中里　一茂　
TEL：078－731－4033（総合相談窓口「ハローテクノ」）
ホームページ　http://www.hyogo-kg.jp/


